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（論文審査の要旨） 
学位申請論文「Serotonin 1B Receptor Mediated-Presynaptic Inhibition of Proprioceptive Sensory 








に対する 5-HTのそのような抑制効果は、5-HT 1B 受容体作動薬である CP-93129 によっても同様にみられた
が、5-HT 1A 受容体作動薬である 8-OH-DPAT投与によってはみられなかった。さらに、5-HT 1B受容体拮抗
薬である SB-224289は、eEPSP に対する 5-HTの抑制効果を阻害したが、5-HT 1A受容体拮抗薬である
WAY-100635は効果がなかった。 また、CP-93129は２回連続刺激をした時の応答比を増加させ、微小 EPSP
の頻度を減少させた。これらの結果は、シナプス前 5-HT 1B 受容体が MesV求心性神経から MMNへの興奮性
シナプス入力の阻害に関与していることを示唆している。そのような阻害は、出生後初期の吸啜から咀嚼へ



















(三叉神経中脳路核ニューロンの持続性 Na+電流は、生後 7から 14日齢で生後 0 から 6日齢の 1.5 倍に増加
し（Enomoto et al. J Neurosci Res 2018）、膜電位の発振現象も生後 7日齢以降で観察される（Wu et al. 

























(咬筋運動ニューロンには、5-HT1A/1C受容体、5-HT2受容体（Wright et al. J Comp Neuro. 1995)、5-HT7受
容体（Inoue et al. Brain Res 2002）が存在していると考えられる。今回の実験で、三叉神経中脳路核由
来の一次求心性神経終末の 5-HT1B受容体が、咬筋運動ニューロンにおけるシナプス前抑制に関与することが
明らかとなった。） 
 
主査の美島委員は、両副査の質問に対する回答の妥当性を確認するとともに、本論文の主張をさらに確認
するために上記の質問をしたところ、明確かつ適切な回答が得られた。 
以上の審査結果から、本論文を博士（歯学）の学位授与に値するものと判断した。 
（主査が記載） 
